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LAPONITE-7007

LAPONITE-7007
低せん断域でのレオロジー特性を向上させ、特にエフェクトピグメントの配向性を改善する
水系塗料用の合成フィロケイ酸をベースとしたレオロジー添加剤

製品データ

組成
合成(変性) フィロケイ酸塩

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、製品規格ではございません。

かさ密度: 1,000 kg/m³
pH  (水に2 %): 10
含水率: 最大10 %
外観: 流動性のある白色粉末

貯蔵および輸送
LAPONITE-7007は、吸湿性があるので、未開封の元の容器で乾燥した状態で0℃～30℃の温度で、輸送
および貯蔵をして下さい。

適用分野

塗料

特長
•	 低せん断域での粘度を高め、高せん断域への影響を最小限に抑える
	 - ウェット・イン・ウェットの塗布工程におけるタレや異なるコーティング層の混合を防止
	 - 加工性の向上 

•	 顔料、フィラー、ツヤ消し剤、その他の固形分の沈降を防ぐことで、より長い貯蔵安定性を実現 

•	 特に（自動車の）ベースコートやトップコートにおいて、エフェクトピグメントの理想的な配向性を実現する  
　ための塗布後の迅速な構造回復  

•	 水質に対する許容度の向上  

•	 pHに影響されず、非常に高い汎用性  

•	 有機共溶媒の含有量が高い系や溶解塩にも好適

・  有機レオロジー添加剤と併用することで、それぞれのレオロジー特性を最適に調整できる
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LAPONITE-7007

推奨用途

建築塗料 X

自動車OEM塗料 X

自動車補修用塗料 X

一般工業用塗料 X

木工および家具用塗料 y

■ 最適     □ 適

推奨添加量

全配合に対して添加剤として、0.1–0.7 % (自動車塗料用)
全配合に対して添加剤として、0.1–2 % （配合特性により異なる）

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
LAPONITE-7007 を最適に分散させ、最高の効果と再現性を得るためには、イオン濃度の低い水
（20℃±5℃）で完全に水和させる必要があります。LAPONITE-7007を使用する場合、脱塩水への2～5％
分散を推奨します。そのためには、LAPONITE-7007 を脱塩水に撹拌しながらゆっくりと加えます。分散液が
透明になり、未溶解の粒子が見えなくなれば、すぐに使用できます。5％までの添加が必要な場合は、
（LAPONITEが完全に溶解した後）低分子量のグリコールを液体媒体として使用することをお勧めします。
この場合、実証済みのポリエチレングリコール1部とLAPONITERD1部の比率が適しています。理想的なフリッ
プフロップ効果を得るためには、エフェクトピグメントスラリーを添加する前にレオロジー添加剤を均一に分散さ
せて下さい。

特記事項
LAPONITE-7007 分散液は、不可逆的なゲル構造が現れる前にご使用ください。これは、せん断をかけても
再び液体に戻すことができないためです。LAPONITE-RDとは対照的に、溶液の粘度が上昇しても問題はあ
りません。
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